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182 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
予知できるようになったのでしょうか。
西芳実　地震予知にはいくつかの段階があります。
「この30年のあいだに起こりうる」という予測はでき
るようになりましたが、何月何日何時にどれくらいの
大きさで起こるということを正確に予知することは
できません。これは、現在のどんなに高度な技術を用
いてもできません。だからこそ事前の準備が求められ
ます。
ムナスリ　最近インターネット上で「○月○日ごろ地
震が起こる」という話がありましたが、起こりません
でしたね。地震がいつ起こるかは現在の技術では予測
できないのです。
秩序だって行動する日本人の行動様式は
いかに培われたのか
デディ・ワフユダン　秩序だって行動する日本の文化
はどのようにして可能になったのですか。
原　日本人は秩序だった行動をすると言われました
が、日本人から見ていると、そんなに秩序だっていた
とは思えません。私は文化人類学者ではないので正し
い言い方はできませんが、あえていえば、農耕主体の
地域であったために作業や祭事に関わる集団行動が
あったり、第二次世界大戦中の隣組などの記憶が残っ
ていたりするのかもしれません。申しわけありませ
ん、専門ではないので答えることが難しいです。
「地域の知」を人びとが使えるように
翻訳する部分で関わるのが地域研究
ヘンドラ　原先生のお話にたいへん感銘を受けまし
た。私たちもアチェの「地域の知」、災害対応に関する
アチェの知恵を集めています。日本の地域研究は、災
害対応に関する日本の「地域の知」やアチェの「地域の
知」を集めることに関心をお持ちでしょうか。
西　大事なことは、さまざまな地域の経験を集めるこ
とだけではなく、それらを人びとが使えるように翻訳
するところです。どのように翻訳すればほかの地域の
人びとにも伝わるかという部分を考えているのが地
域研究だと言えます。
